
【取組概要】

立教大学
取組名称：ＣＳＲインターンシップ・プログラム

【成果等】

本プログラムでは、産業界において急務とされているCSRの推進人材の育成を、立教大学大学院21世
紀社会デザイン研究科、パートナー企業、NPO/NGO等社会組織の産学民協同により行ってきた。インターンシッ
プを、CSRと関連する分野のノウハウを持つNPO等が支援することにより、インターンシップ活動の質的向上、企
業におけるCSR課題の解決、本学における指導方法の充実に向けた取り組みを行ってきた。

受入企業のCSR実施体制確立への支援、企業のみならず、CSR推進に重要な役割を果たすNPO法人へ
のインターン派遣の実現、NPOとの協働・支援を通じた複数の企業のCSRやコーズ・マーケティングの充実など、
インターンシップの新たな実践的成果を生み出した。また、CSR研究会や公開講演会などにより外部の企業や

NPO/NGOに対しても広く共有・啓発をすることができたのは大きな成果として挙げられる。



産学連携による実践型人材育成事業 －長期インターンシップ・プログラム開発－ 

最終評価結果 
 
大 学 名 立教大学 

教育プロジェクト名称 ＣＳＲインターンシップ・プログラム 

事 業 責 任 者 21 世紀社会デザイン研究科 教授 中村陽一 

事業概要 
本プログラムでは、産業界において急務とされている CSR の推進人材の育成を、立教大学大学院 21 世紀社

会デザイン研究科、パートナー企業、NPO/NGO 等社会組織の産学民協同により行ってきた。インターンシップ

を、CSR と関連する分野のノウハウを持つ NPO 等が支援することにより、インターンシップ活動の質的向上、企

業における CSR 課題の解決、本学における指導方法の充実に向けた取り組みを行ってきた。  

 

最終評価結果 

（総合評価） Ａ：所期の計画と同等の取組が行われた 

コメント 

≪優れた点≫ 

１． 本プログラムは、採択された中では唯一の社会科学系大学院の取り組みであり、産業界が対応を迫ら

れているＣＳＲ（企業の社会的責任）という、日本ではまだなじみの薄い社会制度を対象領域としている。

しかし、国際的な社会ではすでに企業もＮＰＯも当然の義務としてＣＳＲが位置付けられていることを考え

れば、この領域での人材育成と挑戦性は社会的に極めて意味のあるモデルケースといえる。 

２． ＣＳＲの専門家の手厚い指導のもとに、企業でのＣＳＲの実施に道を開くことを、人材育成とセットで実現

できるプログラムである。インターンシップを履修した者の中には、会社に戻った後に自らの提案でＣＳＲ

関連部に異動した例が出るなど、効果が出ている。 

３． 今はＣＳＲをこなすのが精一杯だが、これからは日本版を作って発信する時代である。継続できるかどう

かが課題ではあるが、今後の取り組みに期待したい。 

≪改善を要する点≫ 

１． 予算のかなりの部分が、大学のＣＳＲ教育準備（海外調査やＣＳＲ研究会）のための経費に使われ、実

際のインターンシップ実施経費にまで充分回らなかったことは今後の課題である。また、履修人員が少な

い点や、社会人のインターンシップを何処で行うかについて工夫が欲しい。 

２． ＣＳＲ概念の深化・発展を大学での研究テーマとしながら、ＣＳＲ教育と社会に波及・継続していくシステ

ムの維持を期待したい。 
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